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1.  平成25年3月期第2四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 3,878 △3.9 121 28.0 122 27.7 70 32.8
24年3月期第2四半期 4,037 △2.2 94 0.2 96 0.5 52 2.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 3,247.93 ―
24年3月期第2四半期 2,445.76 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 3,383 2,438 72.1
24年3月期 3,414 2,411 70.6
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  2,438百万円 24年3月期  2,411百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 1,940.00 1,940.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 2,000.00 2,000.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,039 0.9 223 3.4 224 3.1 128 16.1 5,945.75



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 21,590 株 24年3月期 21,590 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q ― 株 24年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 21,590 株 24年3月期2Q 21,590 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第２四半期累計期間（平成24年4月1日～平成24年9月30日）におけるわが国経済は、東日本大震災の

復興需要などにより、緩やかながら景気回復が見られる一方、海外経済の減速とともに円高の進行や原油

価格の上昇等による懸念もあり、依然として不透明感を残しつつ推移しております。 

当社を取り巻く事業環境につきましても、「情報サービス分野」におきましては、企業のＩＴ関連投資

について緩やかな増加基調に回復しつつあるものの、低調に推移しており、人材派遣を中心とした「人材

ビジネス分野」におきましては、労働者派遣法改正による26業種における定義規則の強化や有期雇用の派

遣労働者に対する転換推進措置の努力義務化、派遣先労働者との均衡待遇やマージン率の情報公開義務化

など、派遣先企業における派遣離れが尚一層強まることが予想されます。 

 このような状況の下、「システムソリューションサービス事業」においては、事業運営における業務志

向への編成を目指した組織構造の改革に着手し、人材育成の強化や技術者の確保を積極的に推進するため

の企画推進部門を新たに設置しました。また、新規ビジネス戦略の一環として、クラウドコンピューティ

ングにおけるＶＭｗａｒｅ社（注1）の仮想化製品の販売と仮想化ソリューションによるサービス提供を

目指して、７月にＶＭｗａｒｅパートナーにおけるプロフェッショナル・ソリューション・プロバイダー

の認定を取得しました。一方、「ＢＰＯサービス事業」においては、労働者派遣法改正の影響や大型受託

案件の終了による売上高の減少傾向が見込まれることから、通信分野におけるＩＴ関連のコールセンタの

受注拡大に向けた取り組みや東日本大震災における復興支援の一環として、東北地区における人材ビジネ

スの需要増加に対応するため、10月からの業務開始に向けた東北営業所（注2）の開設に取り組みまし

た。 

以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は、システムソリューションサービス事業やアウト

ソーシング業務が堅調に推移したものの、ＢＰＯサービス事業における人材派遣業務の減少傾向が続いた

結果、3,878百万円(前年同四半期比3.9％減）となりました。一方、生産性の向上や低採算案件の改善は

じめ、教育研修や情報化投資等の第３四半期以降への一部ずれ込み及び経費抑制の効果、また前年同期に

発生しました本社移転費用などが減少した結果、営業利益121百万円（同28.0％増）、経常利益122百万円

（同27.7％増）、四半期純利益は、70百万円（同32.8％増）となりました。 

※（注1）「ＶＭｗａｒｅ（ヴイエムウェア）」とは 

 コンピュータの仮想化用ソフトウェアを製造・販売するアメリカカリフォルニア州に本拠を置く会社、またはそのソフトウェア

製品を指します。ＶＭｗａｒｅ社 (ＶＭｗａｒｅ Ｉｎｃ.) は1998年に設立され、2004年1月にＥＭＣコーポレーションの傘下と

なり、2003年には日本法人であるヴイエムウェア株式会社(VMware K.K.)が設立されました。同製品は、クラウド コンピューティ

ングへの移行期間を短縮しながら、既存の投資を保護し、セキュリティおよび管理性を強化することが可能になります。 同ソリ

ューションは、35 万社以上のお客様に採用されており、5 万社以上のパートナー企業の支援を得ることができます。また、あら

ゆる規模の組織が、コスト削減、ビジネス俊敏性の向上、および柔軟な選択肢によるメリットを実現しています。  

※（注2）「東北営業所」について 

 平成24年6月19日で公表しました「東北営業所開設に関するお知らせ」を参照下さい。 

開設目的は、東日本大震災における東北地方の復興支援に向けた労働環境の活性化を担うとともに、通信や通販企業等の各種企業

進出に伴う人材ビジネス等への需要が本格化することを予想し、宮城県仙台市を拠点に幅広い事業エリアへの人材サービス提供を

展開すること。 

 セグメント別の売上高及びセグメント利益（営業利益）の推移は次のとおりであります。 

（百万円未満は切り捨て) 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報

24年3月期 
第2四半期累計期間

25年3月期 
第2四半期累計期間

対前年同期増減率

セグメント名 売上高 セグメン
ト利益

売上高 セグメン 
ト利益

売上高 セグメン
ト利益

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （％） （％）

システムソリューションサービス 1,668 195 1,680 239 0.7 22.6

ＢＰＯサービス 2,369 142 2,198 118 △ 7.2 △ 17.1

合    計 4,037 337 3,878 357 △ 3.9 5.9
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①システムソリューションサービス事業 

当期受注した無線ＡＰ関連やデータマイニング関連の売上が増加したことに加え、intra-mart関連の

システム開発案件など、売上高が堅調に推移した結果、当第２四半期累計期間における売上高は、

1,680百万円（前年同四半期比0.7％増）となりました。一方、売上高の増加とともに、低採算案件の改

善や前期リプレイスを行なった共済関連システム及び既存システム開発案件の生産性向上による利益率

の改善に努めた結果、セグメント利益（営業利益）は、239百万円（同22.6％増）となりました。 

②ＢＰＯサービス事業 

流通関連のアウトソーシング業務は順調に売上拡大が図れたものの、主力顧客における人材派遣業務

の内製化政策に伴う派遣契約の縮小や地上デジタル化に伴う業務の大幅縮小、行政関連のコールセンタ

の終了など、人材派遣業務の売上が低調に推移した結果、当第２四半期累計期間における売上高は、

2,198百万円（前年同四半期比7.2％減）となりました。一方、売上高の減少とともに、人材派遣業務の

長期案件終了に伴う派遣スタッフ退職による有休休暇取得率の増加が大きく影響した結果、セグメント

利益（営業利益）は、118百万円（同17.1％減）となりました。 

  

（資産の部） 

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して30百万円減少し、3,383百万円と

なりました。 

 流動資産は、前事業年度末と比較して27百万円減少し、3,211百万円となりました。これは主に、現金

及び預金が100百万円及び仕掛品が11百万円増加したこと、売掛金が136百万円減少したこと等によるもの

であります。 

 固定資産は、前事業年度末と比較して2百万円減少し、172百万円となりました。これは主に、有形固定

資産が3百万円減少したこと等によるものであります。 

  

（負債の部） 

当第２四半期会計期間末における総負債は、前事業年度末と比較して57百万円減少し、945百万円とな

りました。 

 流動負債は、前事業年度末と比較して50百万円減少し、918百万円となりました。これは主に、未払金

58百万円及び未払法人税等6百万円が減少したこと等によるものであります。 

 固定負債は、前事業年度末と比較して6百万円減少し、26百万円となりました。これは主に、役員退職

慰労引当金6百万円が減少したこと等によるものであります。  

  

（純資産の部） 

当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末と比較して26百万円増加し、2,438百万円と

なりました。これは、当第２四半期純利益70百万円及び配当金の支払い41百万円等によるものでありま

す。 

  

改正労働者派遣法が10月1日より施行されることから、取引先のニーズや派遣スタッフの派遣事業主選

択の変化など、当社のＢＰＯサービス事業への影響が危惧されることから、特に人材派遣関連のビジネス

は、依然厳しい状況が予想され、不透明感を残しつつ低調に推移するものと思われます。 

 このような状況の下、平成24年5月8日付「平成24年3月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」で公表し

ました業績予想における変更はございません。 

 なお、本資料発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、今後様々な要因によ

り修正が生じる場合は速やかにお知らせ致します。 

（２）財政状態に関する定性的情報

（３）業績予想に関する定性的情報
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税金費用の計算 

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。 

  

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更） 

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年4月1日以後に取得した有形固

定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。  

 なお、この変更による当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

  

該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期財務諸表
（１）四半期貸借対照表

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年3月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年9月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,015,584 2,116,281

売掛金 1,088,424 952,159

仕掛品 9,564 20,962

繰延税金資産 110,311 110,311

その他 21,808 17,275

貸倒引当金 △6,334 △5,559

流動資産合計 3,239,359 3,211,431

固定資産

有形固定資産 79,149 75,487

無形固定資産 1,310 1,310

投資その他の資産 94,466 95,242

固定資産合計 174,926 172,040

資産合計 3,414,285 3,383,472

負債の部

流動負債

買掛金 101,489 97,104

未払金 482,989 424,487

未払法人税等 66,389 59,492

賞与引当金 180,427 181,527

役員賞与引当金 7,400 4,000

その他 130,980 152,229

流動負債合計 969,677 918,841

固定負債

長期未払金 659 840

役員退職慰労引当金 32,510 25,755

固定負債合計 33,169 26,595

負債合計 1,002,846 945,437

純資産の部

株主資本

資本金 309,024 309,024

資本剰余金 209,024 209,024

利益剰余金 1,887,237 1,915,475

株主資本合計 2,405,285 2,433,523

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,153 4,511

評価・換算差額等合計 6,153 4,511

純資産合計 2,411,439 2,438,034

負債純資産合計 3,414,285 3,383,472
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（２）四半期損益計算書
第２四半期累計期間

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年4月 1日
至 平成23年9月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年4月 1日
至 平成24年9月30日)

売上高 4,037,578 3,878,998

売上原価 3,622,588 3,462,805

売上総利益 414,990 416,193

販売費及び一般管理費 320,064 294,672

営業利益 94,925 121,520

営業外収益

受取利息 792 742

その他 451 576

営業外収益合計 1,244 1,319

経常利益 96,170 122,839

特別利益

本社移転費用引当金戻入額 374 －

特別利益合計 374 －

特別損失

固定資産除却損 － 134

特別損失合計 － 134

税引前四半期純利益 96,544 122,704

法人税、住民税及び事業税 43,740 52,581

四半期純利益 52,804 70,122
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年4月 1日
至 平成23年9月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年4月 1日
至 平成24年9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 96,544 122,704

減価償却費 8,667 9,817

本社移転費用引当金の増減額（△は減少） △20,493 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △257 △775

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,476 1,099

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,361 △6,755

受取利息及び受取配当金 △949 △901

売上債権の増減額（△は増加） 38,594 136,264

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,742 △11,398

仕入債務の増減額（△は減少） △15,488 △4,385

未払金の増減額（△は減少） △43,274 △57,840

その他 24,198 23,583

小計 82,636 211,413

利息及び配当金の受取額 662 923

法人税等の支払額 △70,168 △60,783

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,130 151,553

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △71,868 △6,951

敷金の差入による支出 △24,988 △2,310

敷金の回収による収入 41,872 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △54,984 △9,261

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △33,348 △41,594

財務活動によるキャッシュ・フロー △33,348 △41,594

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △75,202 100,697

現金及び現金同等物の期首残高 1,876,915 2,015,584

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,801,712 2,116,281
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当第２四半期累計期間（自 平成24年4月1日 至 平成24年9月30日） 

 該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成23年4月1日  至  平成23年9月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
（注）1．調整額は、以下のとおりであります。 

  セグメント利益の調整額△243,022千円は、各報告セグメントに配分されない全社費用であります。 

 なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

2．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（単位：千円）

報告セグメント

調整額 
（注）1

四半期損益計算
書計上額 
（注）2

システムソリュ
ーションサービ

ス
ＢＰＯサービス 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,668,455 2,369,123 4,037,578 ─ 4,037,578

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 1,668,455 2,369,123 4,037,578 ─ 4,037,578

セグメント利益 195,420 142,527 337,948 △243,022 94,925
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Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成24年4月1日  至  平成24年9月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
（注）1．調整額は、以下のとおりであります。 

  セグメント利益の調整額△236,340千円は、各報告セグメントに配分されない全社費用であります。 

 なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

2．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、第１四半期会計期間より、平成24年4月1日以後に取得した有価固定資産については、改正後の法人

税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に

基づく方法に変更しております。 

 なお、この変更による当第２四半期累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。 

  

  

当第２四半期累計期間（自 平成24年4月1日 至 平成24年9月30日） 

 該当事項はありません。 

  

（単位：千円）

報告セグメント

調整額 
（注）1

四半期損益計算
書計上額 
（注）2

システムソリュ
ーションサービ

ス
ＢＰＯサービス 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,680,470 2,198,528 3,878,998 ─ 3,878,998

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 1,680,470 2,198,528 3,878,998 ─ 3,878,998

セグメント利益 239,671 118,188 357,860 △236,340 121,520

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当事業年度における生産実績は、システムソリューションを提供しているシステムソリューションサ

ービスのみで行っております。 

  

 
(注) １ 金額は、販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当事業年度における受注実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２ 上記の金額には、商品売上高も含んでおります。 

３ ＢＰＯサービスには、請負契約によるものと労働者派遣契約によるものの2種類が並存する契約形態を含み

ます。 

  

当事業年度における販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

  

 
(注) １ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２ 上記の金額には、商品売上高を含んでおります。 

３ ＢＰＯサービスには、請負契約によるものと労働者派遣契約によるものの2種類が並存する契約形態を含み

ます。 

４ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

販売金額の割合が10％以上の販売先は該当ありませんので、記載しておりません。 

  

  

５．補足情報

生産、受注及び販売の状況

 ① 生産実績

事業部門 生産高（千円） 前年同期比（％）

システムソリューションサービス 1,044,538 103.6

合計 1,044,538 103.6

 ② 受注実績

事業部門 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

システムソリューションサービス 1,522,571 108.5 912,179 99.9

ＢＰＯサービス 2,357,090 102.5 1,271,757 112.8

合計 3,879,662 104.8 2,183,937 107.0

 ③ 販売実績

事業部門 販売高(千円) 前年同期比（％）

システムソリューションサービス 1,680,470 100.7

ＢＰＯサービス 2,198,528 92.8

合計 3,878,998 96.1
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